
２．３ 建築物の出入口 
 

 

◆設計の考え方◆ 
 

・建築物の主要な出入口においては、高齢者･障害者等が、安全かつ円滑に通過できること、建築

物や施設に関する情報が適切に表示されていることが重要である。 

・高齢者・障害者等が、施設の利用に際して、情報や援助を必要とした場合に対応できるよう従

業員の配置等の準備をしておくことが求められる。 

・設計にあたっては、建築物の用途や管理の仕方、利用状況等を十分に想定する必要がある。 

・車いす使用者に配慮して、建築物の入口においては、段差を設けないことが原則であり、地形

等によりやむを得ず設ける場合には、傾斜路や昇降機を設置する。傾斜路や昇降機の設置につ

いては、他の利用者との公平性など計画段階で十分に検討を行う必要がある。 
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ａ．車いす使用者が通過
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音声誘導装置
（スピーカー）

衝突防止のため
手すりを設置する

衝突防止用横桟

利用者の乗降に配慮した庇

● 建築 物 出入 口 の設 計標 準

点状ブロック

150cm以上が望ましい

● 出入 口の 有 効 幅員 の考 え 方
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改善前 改善後

・音声誘導装置を設置する

・衝突防止のための手すりを設置する

音声誘導装置

（屋外）

（屋内）

開き戸

（屋外）

（屋内）

●玄 関廻り の設 備・備 品

スイッチ
押しボタン

●改 善例 １

手すり（衝突防止） インターホン

自動式引き戸

ａ ．光 線式反 射ス イッ チ

FL

（側面）

検出エリア

（平面）
ｂ． 床埋込 セン サー式 スイ ッ チ

床材下にセンサー

を埋込む
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ｃ ． マッ ト スイ ッ チ

ｄ． 押し ボタ ンスイ ッ チ

・戸に直接設けたスイッチは、車いすでは接近

・出入口が開き戸の場合 ・出入口を開き戸から自動式引き戸へ変更する

※透過型の光線スイッチもあるが、主として工場、

倉庫等で間口が広い場合に使われる

建築物の出入口２

しにくいので、脇に副スイッチも設置する

ホール
ホール

埋め込め式出入口マット

・高齢者・障害者等への配慮がない場合

点字等による案内板

・点字等による案内板を設置する

・視覚障害者誘導用ブロック等を敷設する

・ホール内は必要に応じて視覚障害者誘導用ブ

　ロック等を敷設する

視覚障害者誘導用ブロック等



●改 善例 ２

改善前

風除室

案内板

受付

風除室

改善後

盲導鈴(庇下)

案内板の移設

・音声誘導装置を設置する

受付

・出入口が開き戸の場合 ・自動式引き戸に改善する

自動式引き戸

自動式引き戸

・受付けがある場合

建築物の出入口３

ホール

ホール

出入口

・高齢者・障害者等への配慮がない場合 ・視覚障害者誘導用ブロック等を敷設する

・ホール内は必要に応じて視覚障害者誘導用ブ

　ロック等を敷設する

誘導用ブロック等
視覚障害者




